
は
じ
め
に

前
号
で
は
、
ホ
ノ
ル
ル
に
お
け
る
日
本
人
旅
館
の
草
創
期
か
ら
一
九
二

年
頃

ま
で
の
変
遷
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
た
。
本
稿
で
は
そ
れ
以
後
の
日
本
人
旅

館
の
役
割
や
第
二
次
大
戦
を
経
て
、
現
代
に
至
る
ま
で
の
変
遷
に
つ
い
て
ま
と
め

て
み
た
い
。

母
国
観
光
団
の
主
催

第
二
次
大
戦
前

日
本
人
旅
館
の
主
要
な
業
務
と
し
て
旅
行
手
続
き
の
斡
旋
が
あ
る
が
、
こ
れ
と

関
連
し
て
日
本
へ
の
観
光
の
主
催
や
後
援
が
あ
っ
た
。
一
九
一

年
頃
に
な
る

と
、
ハ
ワ
イ
の
日
本
人
も
特
定
の
職
業
に
定
着
し
、
経
済
的
に
余
裕
の
あ
る
者
が

次
第
に
多
く
な
り
、
自
分
の
郷
里
や
日
本
の
観
光
に
出
か
け
る
人
々
が
出
始
め

た
。
こ
う
し
て
母
国
観
光
団
が
次
第
に
多
く
な
り
、
日
本
人
旅
館
が
こ
れ
を
後
援

し
、
や
が
て
主
催
す
る
観
光
団
が
増
え
て
い
っ
た
。

海
外
か
ら
の
日
本
へ
の
観
光
団
の
最
初
は
ハ
ワ
イ
か
ら
の
日
本
人
に
よ
る
も
の

で
、
そ
れ
は
一
九
一
二
（
明
治
四
十
五
）
年
五
月
十
四
日
、
春
洋
丸
で
ホ
ノ
ル
ル

を
出
帆
し
た
。
団
長
は
田
坂
養
吉
、
副
団
長
は
小
出
寅
吉
、
団
員
は
五
一
名
で

あ
っ
た
。
副
団
長
を
つ
と
め
た
小
出
寅
吉
は
、
前
号
で
紹
介
し
た
尾
道
屋
旅
館
の

創
業
者
で
、
こ
の
母
国
観
光
団
の
旅
行
手
続
き
一
切
を
取
り
扱
っ
た
。
六
月
三
日

に
横
浜
に
入
港
し
た
後
、
東
京
か
ら
始
ま
っ
て
、
関
東
、
中
部
、
近
畿
、
中
国
、

九
州
地
方
を
約
一
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
見
学
し
た
後
、
熊
本
で
解
散
。
そ
の
後
は
団

員
の
生
ま
れ
故
郷
を
訪
問
し
、
七
月
十
六
日
に
ハ
ワ
イ
に
戻
る
と
い
う
も
の
で
、

二
ヵ
月
の
旅
行
費
は
一
七

ド
ル
で
あ
っ
た
。
こ
の
観
光
団
は
日
本
の
各
地
で
官

民
あ
げ
て
大
歓
迎
を
う
け
た
が
、
そ
の
こ
と
を
当
時
の
日
本
語
新
聞
で
あ
る

日

ホ
ノ
ル
ル
に
お
け
る
日
本
人
旅
館
の
変
遷

飯

田

耕
二
郎



布
時
事

が
逐
一
報
道
し
て
、
ハ
ワ
イ
の
在
留
日
本
人
に
大
き
な
刺
激
を
与
え
、

日
本
観
光
熱
を
煽
っ
た

（

）
。

一
九
一
四
年
に
は
、
当
時
布
哇
日
々
新
聞
の
主
筆
で
あ
っ
た
小
野
寺
徳
治
が
団

長
と
な
り
、
日
本
語
新
聞
社
の
賛
助
の
も
と
十
月
九
日
発
の
天
洋
丸
で
訪
日
し

た
（

）
。一

九
一
五
年
、
多
年
ハ
ワ
イ
の
移
民
局
に
勤
務
し
獣
医
で
あ
っ
た
ド
ク
ト
ル
勝

沼
富
造
を
団
長
と
す
る
観
光
団
五
一
名
が
九
月
十
日
に
ホ
ノ
ル
ル
発
の
春
洋
丸
で

日
本
に
向
か
っ
た
が
、
こ
れ
は
京
都
で
挙
行
さ
れ
る
大
正
天
皇
の
即
位
の
大
典
を

拝
観
す
る
目
的
と
し
、
そ
の
前
後
に
日
本
各
地
の
旅
行
を
な
す
も
の
で
、
宿
屋
組

合
の
主
催
で
あ
っ
た
。
宿
屋
組
合
を
代
表
し
て
川
崎
旅
館
の
川
崎
喜
代
蔵
が
一
行

に
参
加
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
都
合
に
よ
り
参
加
で
き
ず
代
わ
り
に
米
屋
旅
館

の
隣
で
ト
ロ
ン
コ
（
ト
ラ
ン
ク
）
店
を
経
営
し
た
中
津
柳
太
郎
が
宿
屋
組
合
の
代

表
と
し
て
参
加
し
た

（

）
。

一
九
一
九
年
三
月
に
は
、
布
哇
報
知
の
記
者
、
小
那
覇
三
郎
の
主
催
す
る
沖
縄

観
光
団
が
天
洋
丸
で
ホ
ノ
ル
ル
を
三

日
に
出
帆
。
横
浜
よ
り
東
京
、
日
光
、
名

古
屋
、
伊
勢
、
山
田
、
奈
良
、
京
都
、
大
阪
、
神
戸
か
ら
中
国
地
方
を
経
て
、
九

州
、
沖
縄
に
及
ぶ
も
の
で
、
団
員
六
一
名
の
う
ち
沖
縄
出
身
者
は
一
七
名
で
あ
っ

た
（

）
。一

九
三

年
に
も
、
同
じ
沖
縄
出
身
で「
布
哇
屋
旅
館
主
山
城
徳
助
の
日
本
観

光
団
は
六
月
六
日
ホ
ノ
ル
ル
出
発
、
日
光
を
振
出
し
に
各
都
市
を
見
物
し
つ
つ
、

九
州
を
縦
断
し
鹿
児
島
か
ら
沖
縄
県
那
覇
ま
で
行
っ
て
解
散
す
る
」（
日
布
時

事
、
一
九
三

年
六
月
七
日
）
と
い
う
記
事
が
見
ら
れ
る
（

）
。

こ
の
よ
う
に
日
本
へ
の
観
光
団
は
年
を
追
っ
て
盛
ん
と
な
り
、
こ
れ
が
事
業
と

し
て
軌
道
に
乗
る
と
、
最
初
は
観
光
団
を
後
援
し
協
力
し
て
き
た
日
本
人
旅
館

は
、
本
格
的
に
営
利
事
業
と
し
て
観
光
団
を
主
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、

日
本
人
旅
館
や
旅
行
案
内
社
と
提
携
し
、
そ
の
後
援
の
も
と
に
母
国
観
光
団
を
引

率
し
て
訪
日
す
る
職
業
的
な
観
光
団
長
が
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
を
訪
れ

る
の
は
春
の
桜
の
咲
く
季
節
と
秋
の
紅
葉
の
季
節
が
多
か
っ
た
。

ま
た
各
種
の
日
本
人
団
体
や
倶
楽
部
、
各
宗
教
団
体
や
商
業
組
合
、
日
本
語
学

校
の
生
徒
お
よ
び
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
や
大
学
の
学
生
な
ど
で
組
織
す
る
観
光
団
が
日

本
を
訪
れ
た
。
例
え
ば
、
堺
七
蔵
を
団
長
と
す
る
ハ
ワ
イ
在
留
の
日
本
赤
十
字
社

員
三

名
か
ら
な
る
日
本
観
光
団
が
一
九
二

年
四
月
二
三
日
に
天
洋
丸
で
出
発

し
て
い
る

（

）
。

さ
ら
に
一
九
三

年
代
に
な
っ
て
日
本
が
満
州
や
中
国
大
陸
に
侵
攻
し
て
勢
力

を
拡
大
す
る
と
、
ハ
ワ
イ
か
ら
の
訪
日
観
光
団
も
日
本
内
地
か
ら
満
州
や
中
国
大

陸
の
各
地
に
足
を
伸
ば
す
大
々
的
な
も
の
が
出
現
し
た
。

当
時
の
世
相
を
反
映
し
た
も
の
と
し
て
、
一
九
三
八
年
三
月
二
二
日
に
秩
父
丸

で
出
帆
し
日
本
を
訪
問
し
た
観
光
団
は
、「
皇
軍
傷
病
兵
慰
問
団
」と
称
し
、
総
務

が
米
屋
旅
館
の
米
屋
三
代
槌
、
団
長
は
東
北
旅
館
の
東
海
林
甚
七
で
あ
っ
た

（

）
。
そ

の
時
の

布
哇
報
知

の
記
事
を
以
下
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。

我
が
皇
軍
の
傷
病
将
兵
に
対
す
る
布
哇
か
ら
の
最
初
の
慰
問
団
は
日
本
人
旅
館

組
合
主
催
の
下
に
愈
々
本
日
母
国
に
向
け
出
発
す
る
が
、
昨
夕
旅
館
組
合
の
発
表

に
よ
れ
ば
参
加
団
員
数
は
九
十
七
名
に
し
て
布
哇
全
島
よ
り
募
集
せ
し
皇
軍
慰
問



袋
の
実
数
は
木
箱
約
二
百
函
入
九
千
六
百
八
十
六
袋
に
及
ん
で
い
る
。
尚
其
の
以

後
の
分
も
あ
る
の
で
残
部
は
取
纏
め
て
次
の
四
月
六
日
の
太
洋
丸
便
に
て
送
付
す

る
由
慰
問
団
の
幹
部
は
総
務
米
屋
三
代
槌
翁
、
団
長
東
海
林
甚
七
氏
、
主
務
藤
本

憲
吉
氏
に
て
横
浜
到
着
後
通
信
員
と
し
て
特
に
本
社
の
牧
野
勲
氏
と
日
布
の
山
下

草
園
氏
を
嘱
託
し
、
日
本
内
地
旅
行
の
案
内
役
は
横
浜
外
航
旅
館
組
合
が
担
当
し

万
遺
漏
な
き
を
期
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
（

）

。

第
二
次
大
戦
直
前
の
一
九
四

年
に
は
、

日
布
時
事
布
哇
年
鑑

の
記
事
に

よ
る
と

今
春
今
夏
布
哇
よ
り
日
本
を
訪
ふ
見
学
団
は
一
七
団
体
の
多
数
に
上

る

、
ま
た
同
年
三
月
二

日

五
組
の
観
光
団
を
初
め
多
数
の
日
本
訪
問
者
で

横
浜
行
の
浅
間
丸
賑
ふ

と
あ
る
（

）
。

第
二
次
大
戦
後

第
二
次
大
戦
中
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
母
国
へ
の
観
光
団
は
中
絶
し
て
い
た

が
、
戦
後
の
一
九
四
九
年
四
月
二
九
日
、
横
浜
着
の
ゴ
ー
ド
ン
号
で
重
永
茂
夫
団

長
と
高
吹
勇
団
長
の
最
初
の
二
団
が
ホ
ノ
ル
ル
よ
り
日
本
に
到
着
し
た
（

）
。
こ
れ
は

占
領
軍
司
令
部
か
ら
バ
イ
ヤ
ー
以
外
の
者
が
、
六

日
間
訪
問
を
許
さ
れ
た
直
後

の
こ
と
で
、
初
の
個
人
訪
問
者
は
四
月
十
五
日
に
横
浜
に
着
い
た
。
一
行
は
規
定

の
食
料
持
参
で
来
て
、
施
設
も
食
料
事
情
も
悪
い
不
便
な
観
光
を
続
け
た
が
、
そ

れ
で
も
立
ち
上
が
る
人
々
と
親
切
な
歓
迎
に
深
い
感
銘
を
受
け
た
。
重
永
観
光
団

の
一
行
は
二
一
名
で
あ
っ
た

（

）
。

一
九
五
二
年
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
の
発
効
に
よ
っ
て
日
本
が
独
立

を
回
復
し
、
同
年
よ
り
日
本
へ
の
観
光
も
本
格
化
し
た
。
同
年
一
月
に
小
林
ホ
テ

ル
に
よ
る

布
哇
二
世
母
国
親
善
視
察
団
」の
募
集
広
告
が
見
ら
れ
る
。
ホ
ノ
ル

ル
発
が
同
年
三
月
二
二
日
、
約
二
ヶ
月
の
日
程
で
、
引
率
者
の
一
人
と
し
て
同
ホ

テ
ル
の
西
力
の
名
前
が
あ
が
っ
て
い
る
（

）
。

そ
の
後
、
例
え
ば
一
九
五
六
年
の
春
に
は
ハ
ワ
イ
か
ら
約
四
十
の
日
系
団
体
が

日
本
を
訪
れ
た
。
と
く
に
三
月
二
二
日
ホ
ノ
ル
ル
発
、
同
三
一
日
横
浜
着
の
ク
リ

ヴ
ラ
ン
ド
号
に
は
一
四
の
観
光
団
が
乗
船
し
、
そ
の
内
に
は
米
屋
・
小
出
（
尾

道
屋
）
・
山
城
・
中
村
・
布
哇
屋
な
ど
の
ホ
テ
ル
主
催
の
団
体
が
み
ら
れ
た
。
ま

た
、
パ
ン
ア
メ
リ
カ
ン
と
日
航
機
で
乗
り
つ
け
る
も
の
も
二

団
体
ほ
ど
あ
っ

た
（

）
。
同
年
秋
に
も
約
一

の
観
光
団
が
日
本
を
訪
れ
た
。
そ
の
う
ち
ホ
テ
ル
主
催

の
も
の
は
、
春
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
中
村
ホ
テ
ル
は
川
崎
ホ
テ
ル
と
ホ
ノ
ル

ル
旅
行
案
内
所
（
中
村
ホ
テ
ル
の
中
村
勇
一
が
社
長
）
と
の
合
同
主
催
と
い
う
形

を
と
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
八
月
三

日
の
ウ
イ
ル
ソ
ン
号
と
九
月
六
日
の
飛
行

機
で
出
発
と
あ
る
（

）
。

一
九
五
八
年
の
春
に
も
日
本
を
訪
れ
る
日
系
の
団
体
が
船
と
飛
行
機
便
で
約
四

団
に
及
び
、
個
々
の
訪
日
者
を
加
え
約
二
千
名
で
あ
っ
た
。
船
便
に
よ
る
観
光

団
は
、
ホ
ノ
ル
ル
二
月
二
五
日
出
帆
の
ウ
イ
ル
ソ
ン
号
が
四
団
体
、
同
三
月
十
九

日
出
帆
の
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
号
が
一
四
団
体
、
四
月
十
二
日
出
帆
の
ウ
イ
ル
ソ
ン

号
が
六
団
体
で
、
こ
の
う
ち
小
林
ホ
テ
ル
扱
い
が
六
団
、
山
城
ホ
テ
ル
扱
い
が
五

団
、
小
松
屋
ホ
テ
ル
扱
い
が
五
団
、
布
哇
屋
ホ
テ
ル
扱
い
が
二
団
、
米
屋
・
中

村
・
川
崎
・
東
北
・
尾
道
屋
ホ
テ
ル
扱
い
が
各
一
団
、
そ
の
他
旅
行
案
内
社
扱
い

が
一
団
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
ホ
テ
ル
が
そ
れ
ぞ
れ
の
観
光
団
も
主
催
し
て
い

ホノルルにおける日本人旅館の変遷



る
（

）
。
ま
た
こ
の
頃
、
毎
回
観
光
団
を
引
率
す
る
名
物
の
観
光
団
長
も
お
り
、
こ
の

う
ち
の
数
名
が
紹
介
さ
れ
て
い
る

（

）
。

一
九
六
一
年
春
の
場
合
は
、
ハ
ワ
イ
か
ら
五

団
体
、
合
衆
国
、
カ
ナ
ダ
、
ブ

ラ
ジ
ル
か
ら
の
も
合
わ
せ
て
約
八

の
日
系
観
光
団
の
ざ
っ
と
二
千
名
が
訪
日
し

た
。
こ
の
年
は
、
法
然
上
人
七
百
五
十
年
、
親
鸞
聖
人
七
百
年
忌
大
法
要
で
京
都

に
参
拝
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
ハ
ワ
イ
か
ら
の
日
系
観
光
団
の
う
ち
、
小
松
屋

ホ
テ
ル
扱
い
一
四
、
小
林
・
中
村
ホ
テ
ル
扱
い
が
各
八
、
尾
道
屋
・
布
哇
屋
・
川

崎
東
北
・
米
屋
ホ
テ
ル
が
各
一
、
そ
の
他
旅
行
社
扱
い
が
一
六
で
、
山
城
ホ
テ
ル

主
催
団
は
引
率
者
が
病
後
の
為
に
春
は
中
止
と
み
え
る

（

）
。

こ
の
よ
う
に
年
々
、
日
本
へ
の
観
光
団
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。

戦
前
ホ
ノ
ル
ル
日
本
人
旅
館
組
合
の
時
代

第
一
次
大
戦
後
、
ホ
ノ
ル
ル
宿
屋
組
合
は
ホ
ノ
ル
ル
日
本
人
旅
館
組
合
と
改
称

さ
れ
た
。
一
九
一
九
年
発
行
の

布
哇
日
本
人
年
鑑

の
各
種
団
体
の
中
で
は
こ

の
名
称
で
登
場
す
る
（

）
。

前
号
で
紹
介
し
た
一
九
二

年
頃
の
旅
館
は
、
こ
の
当
時
の
も
の
で
あ
る
。
こ

の
う
ち
上
里
旅
館
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
出
身
の

日
布
時
事
社
員
、
上
里
由
明
氏

は
今
回
同
社
を
辞
し
、
キ
ン
グ
街
宮
本
自
転
車
店
少
し
先
の
元
朝
鮮
人
旅
館
た
り

し
所
を
譲
り
受
け
、
来
る
二
十
日
よ
り
旅
館
を
開
業
す
可
し
と
云
ふ
、
同
氏
は
曩

に
川
崎
旅
館
に
店
員
と
し
て
数
年
勤
務
を
し
経
験
あ
れ
ば
旅
館
業
に
は
玄
人
と
し

て
見
る
べ
く
開
業
の
上
は
繁
盛
す
る
こ
と
な
ら
ん

と
の
記
事
が
一
九
一
七
年
十

一
月
の

布
哇
報
知

に
み
ら
れ
る
（

）
。
沖
縄
出
身
者
に
よ
る
旅
館
に
関
し
て
は
、

一
九
一
九
年
に
山
城
徳
助
が
日
本
人
旅
館
の
布
哇
屋
旅
館
を
創
業

（

）
、
さ
ら
に
一
九

二
五
年
十
月
二
四
日
の

布
哇
報
知

に

宮
里
貞
寛
氏
は
ヌ
ア
ヌ
街
総
領
事
館

下
に
ホ
ノ
ル
ル
旅
館
を
開
業
し
た
る
旨
の
通
知
状
を
各
方
面
に
発
送
せ
り

と
あ

り
、
旅
館
開
業
の
広
告
も
み
ら
れ
る

（

）
。
布
哇
屋
旅
館
に
つ
い
て
は
、
一
九
三
四
年

に
山
城
徳
助
と
嘉
数
亀
二
と
の
間
で
争
奪
を
め
ぐ
っ
て
裁
判
が
あ
り
、
結
局
は
嘉

数
亀
二
が
所
有
、
経
営
す
る
こ
と
に
な
っ
た

（

）
。
一
九
三
六
年
に
は
ホ
ノ
ル
ル
旅
館

で
も
同
様
の
争
い
が
あ
り
、
安
里
永
秀
と
島
袋
清
・
上
原
正
吉
両
人
と
の
間
で
裁

判
の
結
果
、
ホ
ノ
ル
ル
旅
館
は
安
里
永
秀
が
館
主
、
島
袋
清
は
球
陽
旅
館
の
館
主

と
な
っ
て
い
る

（

）
。
そ
し
て
一
九
四

年
四
月
に
は
、
な
ぜ
か
後
に
ハ
ワ
イ
で
有
名

な
学
者
と
な
っ
た
湧
川
清
榮
が
こ
れ
を
譲
り
受
け
経
営
す
る
こ
と
に
な
り
、
一
九

五
五
年
ま
で
に
は
譲
渡
ま
た
は
廃
業
に
な
っ
た

（

）
。

こ
こ
で
、
一
九
三
二
年
と
一
九
四
一
年
の
両
年
度
に
つ
い
て
、
ホ
ノ
ル
ル
日
本

人
旅
館
の
所
在
地
と
館
主
の
名
前
（
そ
の
出
身
県
）
を

日
布
時
事
布
哇
年
鑑

の
記
載
に
も
と
づ
い
て
あ
げ
て
お
こ
う
。
（
表

）

一
九
四
一
年
で
は
創
業
の
古
い
川
崎
旅
館
、
小
林
旅
館
、
尾
道
屋
旅
館
、
山
城

旅
館
が
二
代
目
の
館
主
に
代
わ
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
当
時
か
ら
戦
後
に
か
け

て
有
名
で
あ
っ
た
二
つ
の
旅
館
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
こ
う
。

共
楽
館

最
初
、
山
口
県
熊
毛
郡
佐
賀
村
出
身
の
石
本
庄
吉
が
一
九
一
九
年
頃
に
創
業
し

た
も
の
で
、
彼
は
一
九

三
年
ハ
ワ
イ
に
渡
航
、
ハ
ワ
イ
島
ク
ク
イ
ハ
イ
レ
耕
地

で
就
労
後
、
ホ
ノ
ル
ル
に
出
て
旅
館
を
経
営
し
た
が
、
一
九
二
五
年
に
こ
れ
を
濱
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田
勘
吾
に
譲
渡
し
、
一
九
二
八
年
か
ら
は
エ
ン
マ
街
に
転
じ
、
エ
ン
マ
ホ
テ
ル
を

経
営
し
た

（

）
。
濱
田
勘
吾
は
広
島
県
佐
伯
郡
五
日
市
町
出
身
で
一
九

七
年
に
ハ
ワ

イ
に
来
航
、
ハ
ワ
イ
島
ヒ
ロ
の
ボ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ス
ク
ー
ル
を
卒
業
し
、
ホ
ノ
ル

ル
や
カ
ウ
ア
イ
島
で
商
会
員
と
し
て
過
ご
し
た
後
、
共
楽
館
を
引
受
け
る
（

）
。
ヌ
ア

ヌ
街
の
フ
ォ
ス
タ
ー
植
物
園
の
向
か
い
側
の
閑
静
な
場
所
に
あ
っ
た
。
下
町
の
旅

館
と
は
違
っ
た
雰
囲
気
で
、
日
本
の
著
名
人
が
宿
泊
し
た
。
女
優
の
水
谷
八
重
子

と
義
兄
の
水
谷
竹
紫
、
一
灯
園
の
西
田
天
香
、
講
道
館
の
嘉
納
治
五
郎
な
ど
が
逗

留
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る

（

）
。

中
村
旅
館

創
業
者
の
中
村
勇
一
は
、
広
島
県
佐
伯
郡
地
御
前
村
出
身
で
、
一
九
一
三
年
に

カ
ウ
ア
イ
島
在
住
の
父
の
呼
寄
せ
で
ハ
ワ
イ
に
来
航
し
、
布
哇
中
学
に
通
学
の
か

た
わ
ら
、
同
郷
の
小
林
旅
館
に
勤
務
し
、
一
九
二
八
年
に
独
立
し
て
北
ベ
レ
タ
ニ

ア
街
ア
ア
ラ
公
園
前
に
中
村
旅
館
を
創
業
し
た
と
あ
る

（

）
が
、

日
布
時
事
布
哇
年

鑑

に
よ
る
と
一
九
三
二

三
三
年
に
中
村
旅
館
主
と
み
え
る
。
ま
た
、
最
初
の

場
所
が
カ
レ
ッ
ジ
・
ウ
ォ
ー
ク
と
い
っ
て
、
入
口
が
山
城
旅
館
の
裏
手
に
面
し
不

便
で
あ
っ
た
が
、
尾
道
屋
旅
館
が
リ
バ
ー
街
の
川
崎
屋
旅
館
の
跡
に
移
転
し
た
の

で
、
そ
の
跡
を
譲
り
受
け
た
。

日
布
時
事
布
哇
年
鑑

の
住
所
録
で
は
一
九
三

四

三
五
年
に
ベ
レ
タ
ニ
ア
街
に
転
じ
て
い
る
。
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
繁
栄
し

た
が
、
ホ
ノ
ル
ル
市
の
地
区
改
善
計
画
の
た
め
に
立
ち
退
き
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

一
九
六
五
年
に
南
キ
ン
グ
街
ペ
ン
サ
コ
ラ
街
近
く
に
移
転
し
、
一
九
八

年
に
は

四
階
建
て
の
ビ
ル
を
新
築
し
て
中
村
ホ
テ
ル
と
中
村
旅
行
社
を
営
業
し
た
が
、
中

村
氏
の
死
後
に
建
物
を
売
却
し
、
二

二
年
当
時
で
は
旅
行
社
の
み
の
経
営
と

表 ホノルル日本人旅館の所在地と館主名（その出身県）（ 順）

年 年
エンマホテル エンマ街 石本庄吉（山口） 同左
布哇屋旅館 リバー街 山城徳助（沖縄） 北キング街 嘉数亀二（沖縄）
ホノルル旅館 ベニヤード街 安里永秀（沖縄） アアラ街 湧川清榮（沖縄）
川崎旅館 ククイ街 川崎喜代蔵（山口） 川崎正一（山口・ハワイ生）
九州屋ホテル 北キング街 比嘉カメ（沖縄） 横山政眞（沖縄）
小林旅館 ベレタニア街 小林セキ（広島） 小林金衛（広島・ハワイ生）
小松屋ホテル 北キング街 佐藤一郎（山口） 同左
米屋旅館 リバー街 米屋三代槌（山口） 同左
共楽館 ヌアヌ街 濱田勘吾（広島） 同左

球陽旅館 アアラ街 島袋 清（沖縄）
ミカドホテル 北キング街 宮川眞太郎（熊本）
中村旅館 カレッジ・ウォーク 中村勇一（広島） ベレタニア街

ヌアヌホテル ヌアヌ街 田辺三二（広島）
ヌアヌ温泉ホテル 神田梅吉（山口）
尾道屋旅館 ベレタニア街 小出祐一（広島） リバー街

ペンサコラ・ホテル ペンサコラ街 原田常太郎（佐賀）
西海屋旅館 ベレタニア街 長谷川速水

（熊本・ハワイ生）
同左

神州屋馬場旅館 アアラ街 馬場徳慈（新潟） 同左
大正ホテル 南スクール街

東北旅館 ベレタニア街 東海林甚七（福島） 同左
山城旅館 ベレタニア街 山城松太郎（広島） 山城正義（広島・ハワイ生）

日布時事布哇年鑑 日布時事社、 年および 年より飯田作成



な
っ
た
（

）
。

戦
後
の
小
林
ホ
テ
ル
の
例

中
村
旅
館
の
例
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
戦
後
に
日
本
人
旅
館
は
名
前
を
ホ
テ
ル

と
変
え
、
建
物
を
木
造
か
ら
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ビ
ル
に
建
て
替
え
て
、
旅
行

社
の
営
業
と
と
も
に
一
時
発
展
し
た
が
、
ワ
イ
キ
キ
へ
の
大
規
模
な
ホ
テ
ル
の
進

出
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
次
第
に
旅
館
業
は
衰
え
て
廃
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
旅

行
社
の
み
の
経
営
も
し
く
は
ど
ち
ら
も
廃
業
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
代

表
的
な
例
と
し
て
、
小
林
旅
館
（
戦
後
に
ホ
テ
ル
）
に
つ
い
て
述
べ
て
み
よ
う
。

小
林
旅
館
に
つ
い
て
は
前
号
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
小
林
卯
之
助
が
創
業
し
弟

の
小
林
金
次
郎
が
二
代
目
と
な
っ
た
が
一
九
二
四
年
に
病
没
し
た
。
そ
の
後
し
ば

ら
く
セ
キ
夫
人
が
後
を
継
い
だ
が
、
三
男
四
女
の
子
育
て
と
教
育
の
た
め
に
ハ
ワ

イ
と
日
本
を
往
復
す
る
な
ど
多
忙
の
た
め
、
連
れ
子
の
西
力
が
支
配
人
と
な
っ

た
。
一
九
三
八
年
に
早
稲
田
大
学
を
卒
業
し
て
ハ
ワ
イ
に
も
ど
っ
た
長
男
の
小
林

金
衛
が
館
主
と
な
り
、
西
支
配
人
の
後
見
の
も
と
弟
の
七
郎
、
達
吉
も
協
力
し
、

一
九
三
一

三
八
年
の
ア
メ
リ
カ
の
大
不
況
や
日
米
開
戦
を
乗
り
越
え
、
戦
後
に

日
本
人
業
者
の
最
大
手
と
し
て
発
展
し
て
い
っ
た

（

）
。

一
九
五
五
年
に
は
小
林
ト
ラ
ベ
ル
サ
ー
ビ
ス
が
組
織
さ
れ
た
。
さ
ら
に
一
九

三
年
に
建
て
ら
れ
た
木
造
三
階
の
建
物
は
建
て
替
え
ら
れ
、
一
九
五
七
年
に
三
階

建
て
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
物
が
で
き
た

（

）
。
一
年
前
の
一
九
五
六
年
、
ハ
ワ
イ
タ

イ
ム
ス
紙
に
発
表
さ
れ
た
新
館
計
画
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

三
階
建
石
造
ハ
ウ
ス

新
館
の
設
計
は
新
進
の
小
野
寺
謙
治
氏
に
依
り
作
製
さ
れ
最
新
式
モ
ー
ダ

ン
な
建
物
で
総
請
負
は
ハ
リ
ー
小
林
氏
、
工
費
約
四

億
弗
で
現
ホ
テ
ル
建

物
よ
り
一

呎
（
フ
ィ
ー
ト
）
引
き
こ
み
一
三
一
呎
に
奥
行
き
四

呎
の
建

物
、
表
は
ホ
テ
ル
事
務
所
を
中
心
に
五
軒
の
店
舗
、
中
央
に
ヅ
ラ
イ
ブ
ウ

エ
ー
、
内
部
は
ガ
ー
デ
ン
を
築
造
し
、
二
階
、
三
階
に
現
代
式
設
備
を
施
し

た
客
室
三

ル
ー
ム
あ
り
一
部
は
和
洋
折
衷
の
ル
ー
ム
、
ル
ー
フ
ガ
ー
デ
ン

に
は
約
二

人
位
収
容
す
る
社
交
室
設
置
計
画
、
階
下
は
顧
客
の
荷
物
保

管
倉
庫
に
使
用

（

）

こ
れ
に
よ
り
、
小
林
ホ
テ
ル
は
新
築
の
三

部
屋
と
一
九
二
三
年
に
背
後
に
建

て
ら
れ
た
二
階
建
て
の
別
館
の
二
二
部
屋
か
ら
な
っ
て
い
た
が
、
一
九
六
七
年
に

は
三
階
建
て
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
別
館
が
並
ん
で
加
わ
っ
た
。

一
方
で
小
林
金
衛
社
長
は
、
一
九
六
四
年
か
ら
ハ
ワ
イ
に
来
る
よ
う
に
な
っ
た

大
型
ジ
ェ
ッ
ト
旅
客
機
に
対
応
す
る
た
め
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
ン
・
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
・
バ
ス
会
社
の
経
営
お
よ
び
ワ
イ
キ
キ
・
グ
ラ
ン
ド
と
ク
イ
ン
・
カ
ピ
オ
ラ

ニ
、
他
島
の
ホ
テ
ル
な
ど
の
中
流
ホ
テ
ル
の
経
営
に
乗
り
出
し
て
成
功
し
た
。
し

か
し
中
流
ホ
テ
ル
を
次
第
に
整
理
し
、
大
型
バ
ス
経
営
を
中
心
に
そ
の
力
を
結
集

す
る
方
針
と
な
り
、
小
林
ホ
テ
ル
も
二
六
室
の
ホ
テ
ル
経
営
の
み
で
、
残
り
の
ス

ペ
ー
ス
は
商
店
と
事
務
所
と
な
っ
て
い
た
が
、
一
九
八
二
年
に
な
っ
て
つ
い
に
九

年
間
に
わ
た
っ
た
北
ベ
レ
タ
ニ
ア
街
二
五

の
小
林
ホ
テ
ル
の
建
物
と
土
地

は
、
バ
ス
会
社
の
発
展
の
た
め
イ
ヴ
ィ
レ
イ
に
あ
る
別
の
土
地
と
交
換
し
て
手
放



し
た
（

）
。

一
九
九
九
年
に
小
林
金
衛
社
長
は
亡
く
な
っ
た
が
、
現
在
は
そ
の
子
供
が
社
長

を
継
い
で
い
る
。
筆
者
が
小
林
金
衛
元
社
長
の
末
弟
に
あ
た
る
小
林
達
吉
氏
に
二

二
年
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
時
に
渡
さ
れ
た
名
刺
に
よ
る
と
会
社
の
事
業
内

容
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

小
林
ト
ラ
ベ
ル
・
サ
ー
ビ
ス

（
海
外
旅
行
部
）
お
も
に
日
本
へ
の
旅
行

の
斡
旋
を
お
こ
な
い
、
ホ
ノ
ル
ル
と
ハ
ワ
イ
島
ヒ
ロ
に
オ
フ
ィ
ス
が
あ

る
。

ア
ロ
ハ
・
ワ
ー
ル
ド

（
国
内
旅
行
部
）
ア
メ
リ
カ
国
内
の
旅
行
を
扱

う
、
ホ
ノ
ル
ル
に
オ
フ
ィ
ス
。

ザ
・
ツ
ア
ー
・
シ
ョ
ッ
プ

（
オ
プ
シ
ョ
ン
・
ツ
ア
ー
取
扱
部
）
主
に
日

本
か
ら
の
旅
行
客
を
扱
う
、
ホ
ノ
ル
ル
に
オ
フ
ィ
ス
。

ポ
リ
ネ
シ
ア
ン
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

（
バ
ス
会
社
）
ホ
ノ
ル
ル
と
マ
ウ

イ
に
オ
フ
ィ
ス
。

彼
は
、
各
会
社
の
取
締
役
常
務
理
事
で
副
社
長
と
い
う
肩
書
で
あ
っ
た
。
ホ
ノ

ル
ル
の
旅
行
関
係
の
オ
フ
ィ
ス
は
、
当
初
は
小
林
ホ
テ
ル
の
あ
る
場
所
で
あ
っ
た

が
、
現
在
は
南
キ
ン
グ
街
一

四

で
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
高
校
の
山
側
の
ビ
ル
に
居

を
構
え
て
お
り
、
バ
ス
会
社
は
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
街
三
三

で
、
小
林
ホ
テ
ル
の
土

地
と
交
換
し
た
土
地
に
あ
る
。

む
す
び
に
か
え
て

二

年
に
筆
者
が
ハ
ワ
イ
に
滞
在
し
、
あ
る
と
き
家
族
で
ハ
ワ
イ
島
へ
の

一
日
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
際
、
ホ
ノ
ル
ル
空
港
か
ら
ア
パ
ー
ト
に
戻
る
送
迎
バ
ス

の
運
転
手
が
大
相
撲
の
横
綱
・
曙
の
弟
で
あ
っ
た
の
に
は
驚
い
た
。
後
に
小
林
達

吉
氏
に
そ
の
こ
と
を
話
す
と
、
彼
は

ポ
リ
ネ
シ
ア
ン
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

（
バ
ス
会
社
）
の
従
業
員
と
の
こ
と
。
多
く
の
日
本
人
が
ハ
ワ
イ
観
光
に
訪
れ
る

が
、
ツ
ア
ー
の
バ
ス
な
ど
小
林
ト
ラ
ベ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
関
連
会
社
が
今
で
も
関

わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
に
姿
を
変
え
な
が
ら
も
百
年
以
上
営

業
を
続
け
る
と
い
う
例
は
稀
で
あ
り
、
他
は
全
て
の
旅
館
（
ホ
テ
ル
）
は
な
く
な

り
、
わ
ず
か
に
旅
行
案
内
所
の
看
板
が
残
っ
て
い
る
の
は
東
北
ホ
テ
ル
と
米
屋
ホ

テ
ル
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
や
は
り
商
売
を
三
世
代
に
わ
た
っ
て
続
け
る
こ
と
は
い
か

に
困
難
で
あ
る
か
が
わ
か
る
。

戦
後
し
ば
ら
く
は
日
本
人
も
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
に
あ
る
日
本
人
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し

て
い
た
が
、
旅
行
客
が
増
え
る
に
つ
れ
、
ワ
イ
キ
キ
に
ホ
テ
ル
が
次
々
と
建
ち
、

日
本
人
も
ワ
イ
キ
キ
の
ホ
テ
ル
に
泊
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
人
ホ
テ
ル
の
需
要
が

減
少
し
、
廃
業
へ
と
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。
戦
前
か
ら
あ
っ
た
旅
行
斡
旋
に
つ

い
て
は
、
戦
後
も
日
本
へ
の
観
光
団
を
中
心
と
し
て
繁
栄
す
る
が
、
日
本
の
大
手

の
旅
行
会
社
の
進
出
な
ど
に
よ
り
、
こ
れ
も
ほ
と
ん
ど
の
会
社
が
廃
業
し
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
ハ
ワ
イ
の
中
心
地
ホ
ノ
ル
ル
に
お
け
る
日
本
人
社
会
の
中
心
的
存
在

と
し
て
、
そ
の
草
創
期
か
ら
現
在
ま
で
機
能
し
て
き
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
宿

泊
、
日
本
や
他
島
へ
の
旅
行
手
続
き
、
諸
官
庁
へ
の
届
出
、
仕
事
の
周
旋
な
ど
、

ホノルルにおける日本人旅館の変遷



そ
の
役
割
は
非
常
に
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
。

〔
付
記
〕
明
治
・
大
正
期
、
日
本
か
ら
や
っ
て
来
た
移
民
が
、
ホ
ノ
ル
ル
港
に
着
い
て

日
本
人
旅
館
に
向
う
ま
で
や
旅
館
内
の
様
子
が
、
宮
本
一
男

ハ
ワ
イ
二
世
物
語

（
中
山
書
房
、
一
九
六
八
年
）、
芳
賀
武

ハ
ワ
イ
移
民
の
証
言

（
三
一
書
房
、

一
九
八
一
年
）
な
ど
に
詳
し
く
描
か
れ
て
い
る
が
、
長
い
記
述
の
た
め
、
本
稿
で

は
掲
載
し
な
い
こ
と
に
し
た
。
な
お
、
こ
の
研
究
に
は
、
平
成
一
八

二
一
年
度

科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（

）「
日
本
に
お
け
る
エ
ス
ニ
ッ
ク
地
理
学
の
構
築
の
た

め
の
理
論
的
お
よ
び
実
証
的
研
究
」（
研
究
代
表
者

山
下
清
海
・
筑
波
大
学
大
学

院
教
授
）
の
分
担
金
を
使
用
し
た
。

注（

）

相
賀
渓
芳

五
十
年
の
ハ
ワ
イ
回
顧

、
同
刊
行
会
、
一
九
五
三
年
、
二
九
六

頁
。

川
添
樫
風

移
民
百
年
の
年
輪

、
同
刊
行
会
、
一
九
六
八
年
、
二
五
二

頁
。

広
島
県
編

広
島
県
移
住
史
・
資
料
編

、
第
一
法
規
出
版
、
一
九
九

年
、
六
九
六

六
九
八
頁
。

ジ
ャ
ッ
ク
・

・
タ
サ
カ

戦
前
に
隆
盛
を
極
め

た
ホ
ノ
ル
ル
の
日
本
人
旅
館

（

、
二

二
年

八
月
十
五
日
）。

（

）
注
（

）
の

、
お
よ
び

布
哇
報
知

一
九
一
四
年
九
月
九
日
号
。

（

）
注
（

）
の

、
お
よ
び

布
哇
報
知

一
九
一
五
年
九
月
十
日
号
。

（

）
注
（

）
の

、
お
よ
び

布
哇
報
知

一
九
一
九
年
三
月
二
九
日
号
。

（

）
比
嘉
武
信

新
聞
に
み
る
ハ
ワ
イ
の
沖
縄
人
九

年

戦
前
編

、
一
九
九

年
、
二
四
三
頁
。

（

）

布
哇
報
知

一
九
二

年
三
月
五
日
号
。

（

）
注
（

）
の

。

（

）

布
哇
報
知

一
九
三
八
年
三
月
二
二
日
号
。

（

）

日
布
時
事
布
哇
年
鑑

、
日
布
時
事
社
、
一
九
四
一
年
、
四
四
・
四
五
頁
。

（

）

ハ
ワ
イ
日
本
人
移
民
史

、
ハ
ワ
イ
日
本
人
連
合
協
会
、
一
九
七
七
年
、
二
一

八
頁
。

（

）「
訪
日
日
系
観
光
団
復
活
十
周
年
」（

米
布
時
報

一

三
号
、
一
九
五
九
年
八

月
五
日
）。

（

）

米
布
時
報

一
七
号
、
一
九
五
二
年
一
月
五
日
。

（

）

米
布
時
報

六
八
号
、
一
九
五
六
年
四
月
五
日
。

（

）

米
布
時
報

七
二
号
、
一
九
五
六
年
八
月
五
日
。

（

）

米
布
時
報

八
九
号
、
一
九
五
八
年
一
月
五
日
。

（

）

米
布
時
報

一
一

号
、
一
九
六

年
四
月
一
日
。

（

）

米
布
時
報

一
二

号
、
一
九
六
一
年
三
月
一
日
。

（

）

布
哇
日
本
人
年
鑑
（
第
一
六
回
）
、
布
哇
新
報
社
、
一
九
一
九
年
、
一
五

頁
。

（

）

布
哇
報
知

一
九
一
七
年
十
一
月
十
四
日
号
。

（

）
注
（

）、
三
三
七
頁
。

（

）

布
哇
報
知

一
九
二
五
年
十
月
二
四
日
号
。

（

）
注
（

）、
三
三
七
・
三
三
八
頁
。

（

）
注
（

）、
三
八
三

三
八
五
頁
。

（

）

ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
架
け
橋
・
湧
川
清
榮

ハ
ワ
イ
に
生
き
た
異
色
の
ウ
チ
ナ

ン
チ
ュ

、
ニ
ラ
イ
社
、
二

年
、
四
一
二
頁
。

（

）
松
田
元
介

防
長
人
士
発
展
鑑

、
山
都
房
、
一
九
三
六
年
、
七
二
八
頁
。

（

）
曽
川
政
男

布
哇
日
本
人
名
鑑

、
同
刊
行
会
、
一
九
二
七
年
、
三
六
頁
。

（

）
注
（

）
の

、
お
よ
び
本
田
政
亥
（
緑
川
）

さ
よ
な
ら
電
車

、
博
文
社
、

一
九
七
三
年
、
二
八

・
二
八
一
頁
。

（

）
注
（

）
の

。

（

）
同
前
。

（

）

一
世
紀
を
迎
え
る
ハ
ワ
イ
日
系
企
業
一
八
九
一

一
九
九
一

（

一
九
九
一
年
一
月
一
日
）。

ハ
ワ
イ
の
日
系
社
会
を
見
続
け

て
き
た
小
林
達
吉
氏
一

七

（

、
二

五
年

二
月
十
五
日

八
月
十
五
日
）。

（

）

（
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布哇報知 年 月 日

一
九
八
二
年
四
月
十
九
日
）。

（

）

一
九
五
六
年
六
月
一
日
。

（

）
注
（

）
の

、
お
よ
び
注
（

）
。



鑑
年
哇
布
事
時
布
日

、
社
事
時
布
日

）
年
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事
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）
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年
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年



ホノルルにおける日本人旅館の変遷

情
事
イ
ワ
ハ

、
社
ズ
ム
イ
タ
哇
布

）
版
年




